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六
三

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、学
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
頭
の
中
に
あ
っ
た
「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
、

ま
と
め
て
み
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
論
文
に
ま
と
め
よ
う
と
試
み
て

き
た
が
、
ま
と
め
上
げ
ら
れ
ず
、
中
断
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
今
回
も
力
及
ば
ず
、
と
い
う
結
果
で
終
わ
る
も
の
し
か
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
残
念
な
が
ら
、専
門
的
に
評
価
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
記
述
に
は
至
ら
ず
、で
あ
る
。

　

た
だ
、
今
回
は
、
自
分
は
知
識
不
足
で
あ
り
、
力
不
足
で
あ
る
が
、
投
稿
を
や

め
る
こ
と
は
せ
ず
、
自
分
の
、
二
○
二
三
年
か
ら
二
○
二
四
年
時
点
で
の
「
研
究

の
現
在
地
」
を
、「
覚
書
」
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
残
す
こ
と
と
と
し
た
。
愛
知
淑

徳
大
学
文
学
部
国
文
学
科
の
「
国
語
学
科
目
」
で
の
、
一
年
生
向
け
入
門
科
目
で

あ
る
「
国
語
概
説
」
で
講
義
し
て
い
る
レ
ベ
ル
の
も
の
に
過
ぎ
ず
、
専
門
的
な
研

究
と
し
て
は
、
と
て
も
評
価
出
来
な
い
、
そ
ん
な
低
レ
ベ
ル
の
も
の
に
終
わ
っ
て

「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
の
覚
書
　
―
付
・「
キ
ヤ
ン
」
と
「
カ
タ
ス
」
―
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
関
西
共
通
語
・
キ
ヤ
ン
・
カ
タ
ス

い
る
の
で
は
あ
る
が
、
た
と
え
途
中
段
階
で
は
あ
っ
て
も
、
一
つ
こ
こ
に
示
す
こ

と
で
、
自
分
な
り
に
前
に
進
む
た
め
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
今
回
の
拙
稿
だ
が
、「
付
」
と
し
て
二
点
示
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
意
見
を
伺
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
「
付
」
の
一
点
め
だ
が
、「
関
西
共
通
語
」
で
は
な
く
関
西
の
一
方
言
に
つ
い
て

の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
出
身
地
の
方
言
で
あ
る
滋
賀
県
甲
賀
方
言
、
そ
こ
で
見

ら
れ
る
「
キ
ヤ
ン
」
に
つ
い
て
、
今
一
度
確
認
を
お
願
い
出
来
れ
ば
と
考
え
、
こ

こ
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、「
片
付
け
る
」
の
意
味
で
の
「
カ
タ
ス
」
の
関
西
で
の
使
用
、
特
に

京
都
で
の
使
用
に
つ
い
て
は
、新
情
報
、と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
た
。

こ
の
「
カ
タ
ス
」
も
「
関
西
共
通
語
」
と
言
う
の
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
も
の
か
、

と
は
考
え
て
い
る
。
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四

　
　
　
二
、「
標
準
語
」
と
「
共
通
語
」
に
つ
い
て

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
か
ら
「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
、
考
え
を
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、「
標
準
語
」
と
「
共
通
語
」
の
違
い
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
。

　
「
標
準
語
」
と
は
、「
全
国
共
通
語
」
を
国
語
の
規
範
と
し
て
高
め
た
も
の
で
、

正
式
な
場
で
使
う
べ
き
言
葉
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
文
法
的
に
正
し
い
」
言
葉
と

さ
れ
、
日
常
の
話
し
こ
と
ば
を
拒
否
す
る
よ
う
な
面
も
あ
る
。

　

一
部
「
全
国
共
通
語
」
と
は
違
う
部
分
が
あ
る
の
だ
が
、そ
の
違
う
部
分
を
「
間

違
い
」
な
ど
と
し
て
し
ま
う
所
が
あ
っ
た
り
す
る
。

　
「
間
違
い
」
な
ど
と
決
め
つ
け
ず
、「
共
通
語
」
は
「
話
し
こ
と
ば
」
で
、「
標
準

語
」
は
「
書
き
こ
と
ば
」
な
の
で
あ
り
、
違
っ
て
当
然
、
と
捉
え
ら
れ
れ
ば
い
い

の
だ
が
、
そ
う
は
判
断
出
来
な
い
人
は
一
定
数
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
共
通
語
」
と
「
標
準
語
」
の
違
い
の
例
と
し
て
二
つ
ほ
ど
挙
げ
る
。

　

例
え
ば
、
一
段
活
用
動
詞
の
可
能
形
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
「
見
れ
る
、
着
れ
る
」
な
ど
と
い
う
「
ら
抜
き
言
葉
」
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
言
葉

は
、
新
し
い
「
共
通
語
」
と
認
め
て
よ
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
可
能
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
見
ら
れ
る
、
着
ら
れ
る
」
な
ど
の
語
形

は
「
標
準
語
」
の
語
形
と
言
え
る
。
一
方
、「
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
受
け
身
）」

や
「
見
ら
れ
ま
す
か
？
」（
尊
敬
）
と
い
っ
た
用
法
は
「
共
通
語
形
」
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
受
け
身
の
用
法
は
、
標
準
と
見
て
も
よ
い
が
、
尊
敬
用
法
は
標
準
と
は
認

め
な
い
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、「
形
容
詞
の
終
止
連
体
形
」
の
副
詞
的
用
法
の
場
合
で
あ
る
。

　
「
す
ご
い
き
れ
い
！
」
な
ど
と
「
共
通
語
」
で
は
言
う
の
だ
が
、
こ
れ
を
、「
す

ご
く
き
れ
い
だ
」
と
、「
す
ご
い
」
で
は
な
く
「
す
ご
く
」
と
い
う
「
形
容
詞
連
用

形
（
非
音
便
形
）」
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
捉
え
る
の
が
「
標
準
語
」
だ
、

と
考
え
る
。

　
　
　
三
、「
全
国
共
通
語
」
と
「
地
方
共
通
語
」
に
つ
い
て

　

さ
て
、一
般
的
に
は
「
共
通
語
」
と
言
え
ば
「
全
国
共
通
語
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
共
通
語
化
」
と
言
え
ば
「
全
国
共
通
語
化
」
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、「
共
通
語
」
及
び
「
共
通
語
化
」
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
、「
地
方

共
通
語
」
及
び
「
地
方
共
通
語
化
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
も
考
え
て
い
る
。

 

「
地
方
共
通
語
化
」
に
つ
い
て
は
、『
関
西
弁
事
典
』（
二
○
一
八
年
刊
、
ひ
つ
じ

書
房
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

各
地
の
中
核
都
市
が
こ
と
ば
の
発
信
地
と
な
っ
て
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す

人
び
と
の
生
活
圏
内
・
行
動
圏
内
の
こ
と
ば
が
均
質
的
に
な
っ
て
い
く
現
象

が
あ
る
。
こ
れ
を
広
域
方
言
化
、
あ
る
い
は
地
方
共
通
語
化
と
呼
ぶ
。

関
西
で
も
、
各
府
県
内
、
お
よ
び
府
県
間
の
こ
と
ば
の
地
域
差
が
薄
ま
り
、

関
西
共
通
語
（
関
西
弁
）
と
呼
べ
そ
う
な
一
つ
の
言
語
変
種
へ
と
収
斂
す
る

方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
。（
髙
木
千
恵
、
同
書
三
七
七
頁
）

　

さ
て
、
方
言
学
上
で
は
、「
地
方
共
通
語
」
は
、「
関
西
共
通
語
」
の
他
に
、「
北

海
道
共
通
語
」
や
「
沖
縄
共
通
語
」
に
つ
い
て
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
先
に
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

　

ま
ず
「
北
海
道
共
通
語
」
だ
が
、「
北
海
道
人
が
全
国
共
通
語
だ
と
捉
え
て
い
る

も
の
」
な
の
だ
が
、実
際
は
一
部
「
〜
ッ
シ
ョ
（
〜
で
し
ょ
う
）」（「
イ
イ
ッ
シ
ョ
」

「
ウ
マ
イ
ッ
シ
ョ
」
な
ど
と
使
う
）
や
「
シ
タ
ッ
ケ
（
そ
う
し
た
ら
）」
な
ど
の
北

海
道
方
言
が
混
じ
っ
て
い
る
も
の
を
指
す
、
と
さ
れ
る（
１
）。
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六
五

「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
の
覚
書
（
増
井
典
夫
）

　

一
方
、「
沖
縄
共
通
語
」
だ
が
、「
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
と
呼
ば
れ
る
（
首
里
の
言
葉

が
元
と
な
っ
た
も
の
）
沖
縄
全
県
に
通
じ
る
言
葉
を
指
す
、
と
さ
れ
て
き
た（
２
）。

し
か
し
、
二
○
二
一
年
現
在
、「
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
」
が
沖
縄
全
県
で
通
用
す
る
と
は

考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
だ
と
さ
れ
、「
沖
縄
共
通
語
」
と
い
う
概
念
自
体
、

意
味
を
持
た
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
、「
関
西
共
通
語
（
関
西
弁
）」
と
い
う
捉
え
方
に
つ
い
て

　

さ
て
、
本
稿
で
主
に
考
え
た
い
の
は
「
関
西
共
通
語
」
で
あ
る
。

　
「
関
西
共
通
語
」
は
、
一
般
に
「
関
西
弁
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て

い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
関
西
」
は
「
近
畿
」
と
同
義
で
、
近
畿
地
方
で
一
般
に

通
じ
る
言
葉
を
指
す
と
一
般
に
は
、
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、「
関
西
弁
の
範
囲
」
に
つ
い
て
『
関
西
弁
事
典
』
を
見
る
と
、

 

近
畿
地
方
の
方
言
は
研
究
上
「
近
畿
方
言
」
と
し
て
区
画
さ
れ
、
一
括
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
主
と
し
て
京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の

領
域
を
重
視
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
略
）
一
般
に
「
関
西
弁
」
と

称
さ
れ
る
と
き
は
、
関
西
の
代
表
と
見
な
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
と
京
都
府
で

の
こ
と
ば
を
指
す
こ
と
が
多
い
。（「
編
集
方
針
」
ⅲ
頁
）

　

と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
所
、「
関
西
共
通
語
」
は
「
大
阪
方
言
」
を
指
す
と
考
え
て
良

い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
る
。

　

一
方
、「
京
都
方
言
」
や
「
神
戸
方
言
」
な
ど
は
「
関
西
方
言
」
の
一
部
だ
が
、「
関

西
共
通
語
」
と
は
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
そ
う
ド
ス
」（
京
都
方
言
。

共
通
語
で
は
「
そ
う
で
す
」）
や
「
何
ユ
ー
ト
ー
」（
神
戸
方
言
。
共
通
語
で
は
「
言
っ

て
る
」。
他
の
近
畿
地
方
の
方
言
で
は
「
ユ
ー
ト
ル
」
ま
た
は
「
ユ
ー
テ
ル
」）
な

ど
は
、「
地
域
方
言
」
で
あ
っ
て
「
地
方
共
通
語
」
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。

　
　
　
五
、
こ
と
ば
の
東
西
差
と
関
西
方
言
に
つ
い
て

　

こ
の
項
で
は
、
言
葉
の
東
西
差
に
つ
い
て
、
基
本
と
考
え
る
と
こ
ろ
を
挙
げ
、

そ
の
う
え
で
、
関
西
方
言
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
ま
ず
、
一

九
六
二
年
刊
の
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』（
楳
垣
実
編
、
三
省
堂
）
の
「
近
畿

方
言
総
説
」
の
「
文
法
」
の
冒
頭
部
分
の
記
述
を
上
げ
る
。

近
畿
方
言
は
、
西
日
本
方
言
の
中
心
で
も
あ
り
、
ま
た
西
日
本
方
言
を
代

表
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、だ
か
ら
、西
日
本
方
言
に
共
通
の
特
徴
は
、

同
時
に
近
畿
方
言
の
特
徴
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
西
日
本
に
共
通
の
特

徴
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

１ 

動
詞
・
形
容
詞
ウ
音
便
。（
コ
オ
タ
「
買
っ
た
」、ア
コ
オ
ナ
ル
「
赤
く
な
る
。）

２ 

動
詞
イ
音
便
。（
オ
ト
イ
タ
「
落
と
し
た
」、ダ
イ
テ
ク
レ
「
出
し
て
く
れ
」。）

３ 

動
詞
命
令
法
。（
オ
キ
ヨ
・
オ
キ
イ
「
起
き
ろ
」、
ネ
ヨ
・
ネ
エ
「
寝
ろ
」。）

４ 

打
消
の
助
動
詞
。（
カ
カ
ン
・
カ
カ
ヘ
ン
「
書
か
な
い
」、
オ
キ
ン
・
オ
キ

ヤ
ヘ
ン
「
起
き
な
い
」。）

５ 

断
定
の
助
動
詞
。（
ソ
ー
ジ
ャ
・
ソ
ー
ヤ
「
そ
う
だ
」。）

６ 

補
助
動
詞
。（
フ
ッ
ト
ル
「
降
っ
て
い
る
」、フ
リ
ヨ
ル
「
降
り
つ
つ
あ
る
」。）

こ
の
六
例
が
、
東
日
本
と
西
日
本
の
両
方
言
最
も
大
き
な
相
違
と
し
て
、

注
意
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
部
地
方
を
境
と
し
て
、
か

な
り
は
っ
き
り
と
東
西
に
分
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
各
例
に
よ
っ
て
境
界

線
は
同
一
で
は
な
い
が
、
親
不
知
―
日
本
ア
ル
プ
ス
―
浜
名
湖
の
線
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近
畿
方
言
で
も
、
だ
い
た
い
特
徴
的
な
用
法
と
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考
え
ら
れ
る
。（
同
書
二
九
〜
三
○
頁
））

　

次
に
、
一
九
八
九
年
刊
の
『
愛
知
県
の
方
言
』（
山
田
達
也
編
、
愛
知
県
教
育
委

員
会
）
を
見
る
と
、「
日
本
の
方
言
を
二
分
す
る
よ
う
な
大
き
な
特
徴
の
境
界
線
が

い
く
つ
か
見
い
だ
さ
れ
る
」
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
示
す
特
徴
と
し
て
、
次
の

八
項
目
を
挙
げ
て
い
る
（
同
書
六
頁
〜
八
頁
）。

①
サ
行
五
段
動
詞
の
過
去
形
（
出
シ
タ
か
出
イ
タ
か
等
）

②
一
段
動
詞
命
令
形
（
起
キ
ロ
か
起
キ
ヨ
か
）

③
動
詞
の
打
ち
消
し
（
行
カ
ナ
イ
か
行
カ
ン
か
）

④
動
作
の
継
続
状
態
（
シ
テ
ル
か
シ
ト
ル
か
）

⑤
形
容
詞
連
用
形
（
白
ク
ナ
ル
か
白
ウ
ナ
ル
か
）

⑥
断
定
の
助
動
詞
（
ダ
か
ヤ
・
ジ
ャ
か
）

⑦
ワ
ア
行
五
段
動
詞
の
過
去
形
（
買
ッ
タ
か
コ
ー
タ
か
）

⑧
ア
ク
セ
ン
ト

　

そ
れ
ら
の
う
ち
、
先
に
、
①
、
③
、
④
、
⑥
、
⑧
で
の
、
愛
知
県
の
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
補
足
し
、
ま
た
近
畿
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
を
加

え
る
こ
と
と
す
る
。

　

①
「
サ
行
五
段
動
詞
の
イ
音
便
形
」
は
、
か
つ
て
は
「
西
日
本
方
言
の
特
徴
」

と
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
九
八
九
年
の
時
点
で
は
、「
中
部
日
本
的
言
い
方
」
と
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
先
の
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
で
は
、

近
畿
中
心
部
で
は
「
差
し
た
」
が
サ
イ
タ
と
な
る
こ
と
が
あ
る
以
外
に
、

サ
行
イ
音
便
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
学
校
教
育
の
影
響
も
あ
り
、

ま
た
都
会
で
の
規
範
意
識
の
強
い
こ
と
の
た
め
、
訛
り
が
田
舎
く
さ
い
発
音

と
し
て
嫌
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
の
結
果
だ
ろ
う
（
同
書
二
五
頁
）

　

な
ど
と
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

③
「
動
詞
の
打
ち
消
し
」
で
、
行
カ
ナ
イ
か
行
カ
ン
か
、
で
あ
る
が
、
近
畿
方

言
で
は
「
ヘ
ン
」
が
基
本
と
な
る
。
そ
の
「
ヘ
ン
」
は
名
古
屋
方
言
で
よ
く
見
ら

れ
た
「
セ
ン
」
が
変
化
し
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ｓ
音
が
ｈ
音
に
変
化
し
た
も
の（
３
）
と
し
て
は
、「
ナ
サ
ル
」
が
「
ナ
ハ
ル
」
に

変
化
し
た
、
と
い
う
も
の
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

④
動
作
の
継
続
状
態
で
、
東
の
「
シ
テ
ル
」
か
西
の
「
シ
ト
ル
」（
ま
た
は
「
シ

ヨ
ル
」）
か
と
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
近
畿
で
も
中
心
部
の
京
都
大
阪
で

は
「
シ
テ
ル
」
を
多
く
使
用
、
簡
単
に
東
西
に
は
分
け
き
れ
な
い
も
の
で
も
あ
る
。

　

⑥
断
定
の
助
動
詞
。
東
の
「
ダ
」
か
西
の
「
ヤ
・
ジ
ャ
」
か
、
と
い
わ
れ
る
も

の
だ
が
、
名
古
屋
で
「
ダ
」
で
あ
っ
て
も
西
尾
張
で
は
「
ヤ
」
を
使
用
、
岐
阜
で

も
「
ヤ
」
を
使
用
す
る
。
近
畿
方
言
で
の
「
ヤ
」
は
岐
阜
県
や
北
陸
地
方
を
含
め

た
西
日
本
の
か
な
り
広
い
地
域
で
使
用
さ
れ
る
、
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

と
は
言
え
、
七
つ
の
語
法
上
の
特
徴
以
上
に
、「
関
西
弁
」
を
印
象
付
け
る
特
徴

は
、
や
は
り
⑧
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。
語
法
的
に
は
全
国
共
通
語
の
も
の
を
使

用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
関
西
の
も
の
だ
と
そ
れ
だ

け
で
「
関
西
弁
」、
と
認
識
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
近
畿
の
人
間
が
全
国
共
通
語
を
意
識
し
、
共
通
語
を
使
っ
て
い
る
意
識

の
時
の
発
話
で
も
、断
定
「
ヤ
」
の
他
、敬
語
の
「
ハ
ル
」
や
副
詞
の
「
ホ
ン
マ
ニ
」

等
は
よ
く
現
れ
る
印
象
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
大
阪
の
人
が
明
ら
か
に
共
通
語
を
意
識
し
て
い
る
、
そ
ん
な
場
面
で
、

次
の
よ
う
な
発
言
を
さ
れ
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
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六
七

「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
の
覚
書
（
増
井
典
夫
）

　
　

○
言
わ
ハ
ル
通
り
で
、
ホ
ン
マ
ニ
そ
う
ヤ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
特
徴
の
あ
る
発
話
と
そ
こ
に
現
れ
る
事
象
が
関
西
共
通
語
の
具
体

的
な
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　 

六
、
イ
テ
ル
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
で
非
常
に
良
く
使
わ
れ
、
京
都
な
ど
で
は
余
り
使
わ
な
い
表

現
と
し
て
「
イ
テ
ル
」
が
あ
る
。
共
通
語
で
は
「
イ
ル
」、で
西
日
本
で
は
「
オ
ル
」

が
多
い
が
、
京
都
で
は
「
イ
ル
」
が
多
い
。

　

こ
の
イ
テ
ル
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
る
。

　

ま
ず
、『
関
西
弁
事
典
』
三
三
頁
の｢

「
い
る
（
居
る
）」
を
イ
テ
ル
と
言
う
こ
と
」

（
真
田
信
治
）
の
記
述
を
見
て
み
る
。

標
準
語
で
の
「
い
る
（
居
る
）」
に
は
、〈
存
在
す
る
〉
と
い
う
意
味
と
、〈
存

在
し
て
い
る
〉
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
で
は
「
イ
ル
」

も
あ
る
が
、そ
れ
よ
り
「
イ
テ
ル
」
と
い
う
形
式
が
よ
く
現
れ
る
。
ま
た
「
オ

ル
」
や
「
イ
ト
ル
」
も
あ
る
。「
イ
ル
・
イ
テ
ル
」
は
「
オ
ル
・
イ
ト
ル
」
と

比
べ
て
相
対
的
に
丁
寧
度
の
高
い
も
の
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
イ

テ
ル
」「
イ
ト
ル
」
を
、「
イ
＋
テ
＋
イ
ル
」「
イ
＋
テ
＋
オ
ル
」
と
考
え
る
と
、

無
意
味
な
重
複
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
大
阪
で
の
「
イ
ル
」

が
、
ま
だ
十
分
に
は
状
態
化
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
結
果
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
こ
で
状
態
性
を
表
す
た
め
に
、状
態
化
形
式
で
あ
る「
テ

ル
」「
ト
ル
」
を
付
加
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
イ
テ
ル
」
に
つ
い
て
の
妥
当
と
思
わ
れ
る
記
述
で
あ
る
。

　

た
だ
、

　
　

○
大
阪
で
な
ぜ
「
イ
ル
」
の
状
態
化
が
遅
れ
た
の
か

は
、
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

な
お
、
大
阪
で
は
、
こ
の
「
イ
テ
ル
」
を
標
準
形
式
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
人
も
多
い
。（『
関
西
弁
事
典
』
同
三
三
頁
）

　

大
阪
に
限
っ
て
み
れ
ば
、「
イ
テ
ル
」
は
「
関
西
共
通
語
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
考
え
て
み
た
り
も
し
た
が
、
さ

す
が
に
そ
れ
は
無
理
が
あ
る
か
、
な
ど
と
考
え
直
し
た
り
も
し
た
り
し
て
い
る
、

そ
ん
な
語
形
で
あ
る
。

　
　
　
七
、
関
西
の
「
ネ
オ
方
言
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、「
ネ
オ
方
言
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

　
「
ネ
オ
方
言
」
と
は
、『
関
西
弁
事
典
』
の
記
述
に
よ
る
と
、「
標
準
語
（
本
稿
で

は
「
全
国
共
通
語
」
と
す
る
）
の
干
渉
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
方
言
ス
タ
イ
ル
」（
同

書
四
八
九
頁
）
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
共
通
語
「
来
な
い
」
の
一
般
的
な
方
言
形
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
京

都
及
び
滋
賀
の
多
く
で
は
キ
ー
ヒ
ン
、
大
阪
で
は
ケ
ー
ヘ
ン
で
あ
る
が
、「
ネ
オ
方

言
」
と
さ
れ
る
の
は
全
国
共
通
語
形
「
コ
ナ
イ
」
と
接
触
し
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ

る
「
コ
ー
ヘ
ン
」
と
い
う
語
形
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
一
般
的
な
方
言
形
と
さ
れ
る「
イ
カ
ヘ
ン
カ
ッ
タ
、イ
ケ
ヘ
ン
カ
ッ
タ
」



― 247 ―

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

六
八

が
全
国
共
通
語
形
「
イ
カ
ナ
カ
ッ
タ
」
と
接
触
し
た
結
果
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
「
イ

カ
ン
カ
ッ
タ
」
な
ど
が
「
ネ
オ
方
言
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
ネ
オ
方
言
」
が
「
関
西
共
通
語
」
と
呼
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く

の
か
ど
う
か
。
可
能
性
は
あ
る
か
と
も
思
う
の
で
あ
る
が
。

　
　
　
八
、
付
一
・
滋
賀
県
甲
賀
方
言
に
見
ら
れ
る
「
キ
ヤ
ン
」

　

前
項
ま
で
、「
関
西
共
通
語
」
に
つ
な
が
る
か
と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
私

見
を
つ
ら
ね
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
専
門
的
に
、
評
価
出
来
る
と
考
え
ら
れ

る
検
討
考
察
を
示
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
、
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、「
関
西
共
通
語
」
と
は
言
い
難
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
個

人
的
に
気
に
な
る
関
西
の
中
の
言
葉
に
つ
い
て
、
二
点
挙
げ
て
い
く
。

　

ま
ず
は
、
滋
賀
県
に
お
け
る
、
甲
賀
方
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

甲
賀
方
言
（
滋
賀
県
南
東
部
方
言
、
甲
賀
市
は
三
重
県
伊
賀
市
と
隣
接
）
は
、

か
つ
て
は
湖
南
方
言
（
京
都
方
言
的
な
特
徴
を
持
つ
）
と
一
括
（『
近
畿
方
言
の
総

合
的
研
究
』
等
）
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
甲
賀
方
言
と
湖
南
方
言
は
別
に
す
べ

き
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
酒
井
雅
史
二
○
一
四
の
記
述
（「
滋
賀
県
長
浜
市
方
言
」
の
章
の
「
滋
賀
県

の
方
言
区
画
」）
を
引
用
し
て
お
く
。

滋
賀
県
の
方
言
は
、地
域
差
の
大
き
い
方
言
で
あ
る
と
さ
れ
、旧
木
之
下
町
・

旧
長
浜
市
を
中
心
と
す
る
「
湖
北
方
言
」、
彦
根
市
・
近
江
八
幡
市
・
東
近
江

市
を
中
心
と
す
る
「
湖
東
方
言
」、
今
津
町
を
中
心
と
す
る
「
湖
西
方
言
」、

大
津
市
を
中
心
と
す
る
「
湖
南
方
言
」、
湖
南
市
・
甲
賀
市
を
含
む
「
甲
賀
方

言
」
の
５
つ
に
大
別
さ
れ
る
。（
略
）
甲
賀
方
言
は
、
大
き
く
は
湖
南
方
言
域

と
さ
れ
る
が
、
尊
敬
語
形
式
や
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
な
ど
語
法
面
に
お
い
て
三

重
県
伊
賀
方
言
や
湖
東
方
言
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
湖
南
方
言
と
は
区

別
さ
れ
る
。（『
全
国
方
言
文
法
辞
典
資
料
集
（
２
）、
活
用
体
系
』（
方
言
文

法
研
究
会
編
、
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
八
二
頁
）

　

な
お
今
津
町
は
現
高
島
市
で
あ
る
。

　

さ
て
、
共
通
語
で
「
来
な
い
」
の
意
味
の
表
現
（「
来
る
」
の
打
ち
消
し
形
）
と

し
て
、
湖
南
方
言
で
は
「
キ
ー
ヒ
ン
」
の
使
用
が
多
い
が
、
甲
賀
方
言
で
は
「
キ

ヤ
ン
」
と
い
う
語
形（
４
）
が
見
ら
れ
る
（
な
お
、「
見
な
い
」
は
「
ミ
ヤ
ン
」、「
し

な
い
」
は
「
シ
ヤ
ン
」）。

　

こ
れ
は
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
の
「
滋
賀
県
」
の
項
（
筧
大
城
）
に
は

記
述
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、『
関
西
弁
事
典
』の「
滋
賀
県
の
方
言
概
説
」（
松

丸
真
大
）
に
も
記
述
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
日
本
方
言

研
究
会
の
場
で
指
摘
さ
れ
た（
５
）
も
の
で
あ
る
。

　

今
一
度
、
甲
賀
方
言
の
打
ち
消
し
形
の
「
ヤ
ン
」、
特
に
「
キ
ヤ
ン
」
に
つ
い
て

の
調
査
検
討
と
記
述
が
望
ま
れ
る
所
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
来
る
」
の
打
ち
消
し
形
と
し
て
、三
重
県
、奈
良
県
、和
歌
山
県
な
ど
で
は
「
コ

ヤ
ン
」
と
い
う
形
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
コ
ヤ
ン
」
と
い
う
打
ち
消
し
形
と
、
滋

賀
県
湖
南
方
言
に
多
く
見
ら
れ
る
「
キ
ー
ヒ
ン
」
の
中
間
形
が
「
キ
ヤ
ン
」
と
い

う
語
形
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
も
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、「
片
付
け
る
」
で
あ
る
が
、
甲
賀
方
言
で
は
関
西
の
伝
統
方
言
形
で
あ
る

「
ナ
オ
ス
」
は
使
わ
ず
、
共
通
語
形
の
「
カ
タ
ヅ
ケ
ル
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
で

も
湖
南
方
言
と
は
違
い
を
見
せ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
九
、
付
二
・
関
西
で
の
「
カ
タ
ス
」

　
「
片
付
け
る
」
は
、
関
西
で
は
伝
統
方
言
形
と
し
て
「
ナ
オ
ス
」
が
使
用
さ
れ
る
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六
九

「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
の
覚
書
（
増
井
典
夫
）

と
さ
れ
る
（
滋
賀
県
甲
賀
方
言
で
は
「
片
付
け
る
」
の
み
）。

　

他
に
、
関
西
で
は
「
カ
タ
ス
」
の
使
用
例
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、『
関
西
弁
事
典
』
の
記
述
（
鳥
谷
善
史
）
を
見
て
み
る
。

関
西
弁
で
は
、「
片
付
け
る
」
や
「
し
ま
う
」
こ
と
を
伝
統
的
に
ナ
オ
ス
と

い
う
。
ナ
オ
ス
は
標
準
語
で
は
、
修
理
や
修
繕
を
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
略
）
な
お
、
カ
タ
ス
は
東
京
方
言
で
あ
る
。（
同
書
三
二
頁
）

　

図
は
、同
書
三
二
頁
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
新
方
言
全
国
地
図
（
簡
略
版
）」

（
図
八
「
片
付
け
る
」
三
六
五
頁
）（『
大
都
市
圏
言
語
の
影
響
に
よ
る
地
域
言
語
形

成
の
研
究
』
岸
江
信
介
編
、
二
○
一
一
年
、
科
学
研
究
費
・
研
究
成
果
報
告
書
）

か
ら
関
西
地
域
を
取
り
出
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
鳥
谷
は
「
カ
タ
ス
」
を
東
京
方
言
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
京
都
在
住
の

作
家
に
よ
る
作
品
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
「
カ
タ
ス
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

作
品
の
舞
台
も
京
都
で
あ
る
。

烏
有
は
鳥
取
の
布
団
を
片
す
と
、
ゆ
っ
く
り
と
鍵
を
開
け
た
。（
麻
耶
雄
嵩

『
痾
』、（
八
七
頁
一
一
〜
一
二
行
、
一
九
九
五
年
、
講
談
社
）

　

麻
耶
雄
嵩
は
一
九
六
九
年
三
重
県
上
野
市
（
伊
賀
市
上
野
）
生
ま
れ
。
京
都
大

学
卒
業
、
現
在
も
京
都
府
在
住
の
作
家
で
あ
る
。

　

麻
耶
が
「
カ
タ
ス
」
を
東
京
方
言
と
認
識
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
が
、

全
国
共
通
語
だ
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
だ
と
思
わ
れ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
、「
カ
タ
ス
」
は
京
都
大
学
内
で
は
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
い

わ
ば
「
キ
ャ
ン
パ
ス
言
葉
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
情
報（
６
）
を
得
た
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
麻
耶
の
使
用
例
も
腑
に
落
ち
る
も
の
だ
、
と
思
わ
れ
る
。

　

関
西
で
の
「
カ
タ
ス
」
の
使
用
、
特
に
京
都
大
学
内
以
外
で
の
使
用
に
つ
い
て

は
不
明
な
部
分
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
今
一
度
調
査
検
討
の
必
要
が
あ
る
も
の
だ
、

と
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
先
に
麻
耶
の
捉
え
方
と
し
て
書
い
た
よ
う
に
、「
カ
タ
ス
」
が
全
国
共
通

語
（
た
だ
し
、
か
な
り
新
し
く
、
俗
な
感
じ
で
捉
え
ら
れ
る
）
と
み
な
せ
る
可
能

性
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
な
ど
と
考
え
る
が
、
さ
す
が
に
「
関
西
共
通
語
」
と

捉
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
か
、
と
思
わ
れ
る
。「
関
西
人
が
考
え
る
共
通
語
」
の
一

例
だ
、
と
す
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う
な
気
も
し
て
い
る
が
。
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十
、
お
わ
り
に

　
「
は
じ
め
に
」
で
書
い
た
通
り
、
本
稿
で
は
、「
関
西
共
通
語
」
に
つ
い
て
は
専

門
的
に
は
評
価
出
来
る
よ
う
な
も
の
を
示
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
検
討
は
続
け
、
少
し
で
も
考
察
を
前
に
進
め
た
い
、
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

た
だ
、
付
と
し
た
二
点
に
つ
い
て
は
、
全
く
価
値
な
し
と
は
考
え
な
い
。
そ
の

点
に
つ
い
て
、
今
一
度
こ
こ
に
書
い
て
お
く
。

　

一
点
め
、「
打
ち
消
し
形
」
の
「
〜
ヤ
ン
」
の
使
用
語
形
の
う
ち
、
特
に
「
キ
ヤ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
指
摘
が
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
改
め
て

の
確
認
が
必
要
な
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、「
京
都
で
の
カ
タ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
観
点
で
の
考
察
が
必

要
な
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
記
述
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
再
度
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

【
注
】

（
１
）『
北
海
道
の
こ
と
ば
』（「
日
本
の
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ　

１
」、
明
治
書
院
、
一

九
九
七
年
）
等
参
照
。

（
２
）『
沖
縄
県
の
こ
と
ば
（
北
琉
球
）』（「
日
本
の
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ　

４
７
」、

明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。

（
３
）
特
に
村
上
謙
は
「
ｓ
ｈ
交
替
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
詳
細
に
検
討
し
て
い

る
（『
近
世
後
期
上
方
語
の
研
究
』、
二
○
二
三
年
、
花
鳥
社
）。

（
４
）「
キ
ヤ
ン
」
に
つ
い
て
、『
近
畿
言
語
地
図
』（
岸
江
信
介
他
編
、二
○
一
七
年
、

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
）
に
基
づ
く
「
キ
ヤ
ン
を
探
し
て
見
て
も
奈
良
県
に

一
地
点
の
み
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。」（
鳥
谷
善
史
「
打
消
し
の
表
現
―

関
西
方
言
の
否
定
形
式
の
地
域
差
と
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
―
」（『
地
図
で

読
み
解
く
関
西
の
こ
と
ば
』
第
一
二
章
二
一
二
頁
、
岸
江
信
介
・
中
井
精
一

編
、
二
○
二
二
年
、
昭
和
堂
）
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
る
。

（
５
）
中
井
精
一
の
指
摘
に
よ
る
。
そ
の
指
摘
は
、以
下
の
研
究
発
表
（
鳥
谷
善
史
・

岸
江
信
介
「
関
西
若
年
層
の
否
定
辞
「
〜
ヤ
ン
」
の
使
用
拡
大
と
そ
の
要
因

に
つ
い
て
」、
第
九
八
回
日
本
方
言
研
究
会
、
二
○
一
四
年
五
月
一
六
日
）

の
質
疑
応
答
の
中
で
な
さ
れ
た
。「
滋
賀
県
甲
賀
市
出
身
の
宮
治
弘
明
が
キ

ヤ
ン
を
使
用
し
て
い
た
」
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
（
宮
治
は
元
梅
花
女
子
大

学
助
教
授
。
一
九
六
二
年
生
ま
れ
）。
甲
賀
市
出
身
の
増
井
（
一
九
六
○
年

生
ま
れ
）は
高
校
に
入
る
と
キ
ヤ
ン
を
使
わ
ず
、キ
ー
ヒ
ン
に
変
え
て
し
ま
っ

て
い
た
が
、
こ
の
研
究
発
表
の
後
に
、
甲
賀
市
出
身
の
増
井
の
同
級
生
数
人

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、い
ず
れ
も
「
キ
ヤ
ン
を
使
用
」
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

（
６
）
大
森
望
（
書
評
家
・
翻
訳
家
）
の
指
摘
に
よ
る
。
大
森
は
一
九
六
一
年
高
知

県
生
ま
れ
。
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
を
京
都
大
学
で
過
ご
し
て

い
る
。




